
授業科目(ナンバリング) 介護概論ⅡＡ(DD201) 担当教員 久田 貴幸 

展開方法 講義 単位数  2単位 開講年次・時期 2年・後期 必修・選択 選択 

授 業 の ね ら い  

アクティブ・ 

ラーニング 

の 類 型 

介護福祉の基本となる理念や、地域を基盤とした生活の継続性を支援するためのしくみを理解し、

介護福祉の専門職としての能力と制度を養う学習とする。 

介護サービスについても理解を深め、介護における安全や介護の専門性とチームケアのあり方を理

解し、安心できる介護や生活の実現を目指すための学習を行う。生活する人として、利用者の生活観

や生活習慣など、利用者の個別性を大切にし、尊厳の保持や自立支援の介護について理解を深めるこ

とがねらいである。 

また、本科目を学んでいく中で、生活課題を抱える全ての人の人権と自己決定、及び地域社会にお

ける福祉の問題について考えていけるようになることも併せてねらいとしたい。 

④⑤⑦ 

ホスピタリティ

を構成する能力 
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標 評価手段・方法 評価比率 

専門力   
介護福祉士に求められる役割と機能を理解し、専門職としての態度

を養う。 

定期試験 

課題レポート 

単元別小ﾃｽﾄ 

60％ 

10％ 

5％ 

情報収集、 

分析力   

尊厳を支える介護が理解でき、要支援・要介護者に必要な介護サー

ビスの種類や利用要件、利用するための手順（提供までの過程）を

考え、判断することができる。 

単元別小ﾃｽﾄ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 

5％ 

5％ 

コミュニケーシ

ョン力 
      

協働・課題解決

力   

グループで課題に取り組む際、自分の立場で何が必要かを考え説明

することができる。 
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 5％ 

多様性理解力 
各領域で学んだ知識と技術を統合し、介護実践に必要な観察力・ 

判断力及び思考力を養うことができる。 

単元別小ﾃｽﾄ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 

5％ 

5％ 

出  席 受験要件 

合  計 100％ 

評価基準及び評価手段・方法の補足説明   

・定期試験の成績を 60％とし筆記試験（持ち込み不可）を行う。 

・単元別小テスト（15％）は 5回目・8回目・12回目に実施する。 

・課題レポート（10％）については、授業内での代表的なテーマをレポート化し、提出後フィードバックにて学生と共

有する。 

・グループワーク（15％）は自分の意見をまとめ、グループ内で表出できているかの評価を行う。 

授 業 の 概 要 

「介護概論ⅠAB」を踏まえ、人や生活の多様性について理解を深め、事例にもとづくグループワークによる議論を

行いう。グループワークの結果は、プレゼンテーション等の方法を用いて、高齢者や障害のある人の理解やその生活

について考えたことを他者に伝える能力を身に付ける。介護サービスの概要については、介護保険制度を中心に学ん

でいく。また、本授業における理解度の確認として、レスポン等の ICT を活用することで、双方向型の授業を展開す

る。この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、180分である。 

教 科 書 ・ 参 考 書 

教科書: 『国民の福祉と介護の動向』 厚生統計協会 

参考書：最新 介護福祉士養成講座 『介護の基本Ｉ・Ⅱ』 中央法規出版 

指定図書：『国民の福祉と介護の動向』 厚生統計協会 

授業外における学修及び学生に期待すること 

本授業は、要介護者について学ぶものであるが、まず介護を必要としていなかった頃の利用者の状況や状態、在宅

で行う介護と施設で行う介護の違いや共通視点について常に考える必要がある。 

利用者への適切なサービスを提供するためには、多くの知識を得ることが大切である。高齢者や障害のある人をめぐ

る諸問題についての学習として、図書館等の利用や新聞・雑誌の購読を自主的に行うことを期待する。 



回 テ ー マ 授 業 の 内 容    予習・復習 

1 尊厳の保持や自立支援 
尊厳の保持や自立支援など、介護福祉士としての基本

的な考え方や姿勢について学ぶ。 

予習：シラバスを読み、理

解する 

復習：介護福祉士の基本的

な考え方を理解する 

2 
介護を必要とする人の理解

① 

高齢者の生活史から、生活観、生活習慣や生活様式等

について学び、高齢者の暮らしの実際について学ぶ。 

予習：自分自身の暮らしを

まとめておく 

復習：本テーマを整理する 

3 
介護を必要とする人の理解

② 

高齢者の健康、生活リズム、生活文化、家族・世帯構

成や役割について学び、健康な時と介護が必要になっ

た時の生活について学ぶ。 

予習・復習：生活の違いを

理解し整理する 

4 
介護を必要とする人の理解

③ 

高齢者の住まいと環境について学び、就労や生計等に

ついて学ぶ。また、社会活動や余暇活動についても学

び、介護が必要な高齢者の社会参加について考える。 

予習：本授業内容の教科書

を読んでおく.復習：社会

参加について整理する 

5 

2 回目～4 回目の内容の小テ

スト 

介護を必要とする人の理解

④ 

30分程度の解説も含めた小テストを行う。 

障害のある人の生活ニーズについて学び、その生活に

ついて理解する。 

（実務家ゲストスピーカーによる講義の可能性あり） 

予習：生活ニーズを整理す

る。復習：本テーマをまと

める。 

6 
介護を必要とする人の理解

⑤ 

障害のある人の生活を支える基盤である各種年金制

度や生活保護、介護保険等について学ぶ。同時に、今

後に向け検討されている制度等についても学ぶ。 

予習：各種年金制度につい

て調べておく。 

復習：本テーマをまとめ

る。 

7 
介護を必要とする人の理解

⑥ 

障害のある人の生活を支えるサービスの現状や生活

環境について学ぶ。また、その課題についても考えて

いく。 

予習：課題を見出し検討す

る。復習：本テーマをまと

める。 

8 

5 回目～7 回目の内容の小テ

スト 

介護を必要とする人の理解

⑦ 

30分程度の解説も含めた小テストを行う。 

高齢者や障害のある人が、自分の能力を活かして生活

するためには、何が必要か考えていく。 

（実務家ゲストスピーカーによる講義の可能性あり） 

予習・復習：レクリエーシ

ョンの意義について整理 

9 
介護を必要とする人の理解

⑧ 

介護を必要とする人の生活を支える生活環境につい

ての考え方を学び、理解を深める。また、家族、地域

や社会との関係について学び、その課題についても考

えていく。 

予習：本授業内容の教科書

を読んでおく. 

復習：本テーマをまとめ

る。 

10 介護サービス① 

介護のサービスの種類、介護サービスの概要について

理解する。また、介護保険におけるサービスの種類や

その概要について学ぶ。 

予習・復習：介護のサービ

スについて整理する 

11 介護サービス② 

介護保険制度について、在宅の高齢者の事例を通して

介護申請から、介護認定、サービス提供について理解

する。 

予習・復習：介護保険制度

の流れを整理する 

12 

介護サービス①・②の小テス

ト 

介護サービス③ 

30 分程度の解説を含めた小テストを行う。ケアマネ

ジメントについてその流れや仕組みを学び、利用者に

必要な介護サービスの提供について理解する。 

（実務家ゲストスピーカーによる講義の可能性あり） 

予習・復習：ケアマネジメ

ントについて整理する 

13 介護サービス④ 

介護保険制度におけるケアマネジメントについて学

ぶ。生活ニーズを把握するための情報収集やアセスメ

ントの手法について学ぶ。 

予習・復習：生活ニーズに

ついて整理する  

14 介護サービス⑤ 
生活ニーズの把握やそれに合わせたサービスの調整

について学び、ケアプランを作成するまでを学ぶ。 

予習・復習：ケアプランの

流れを整理する 

15 
介護サービス⑥ 

まとめ 

ケアプランについて学ぶとともに、ケアプランにもと

づく介護計画について理解する。 

本科目で学んだことの振り返りを行う。 

予習・復習：介護計画につ

いて整理する 

16 定期試験   

 


